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第 2 回資源循環ワーキンググループ 議事録 

日時：2023 年 11 月 7 日（火） 13 時 10 分～ 15 時 00 分 

会議方法：オンライン開催 

■出席者：（敬称略） 

    有識者（五十音順）：浅利美鈴（総合地球環境学研究所 研究基盤国際センター教

授）、伊藤武志（大阪大学社会ソリューションイニシアティ

ブ教授）、岡山朋子（大正大学地域創生学部教授）、崎田裕

子（ジャーナリスト・環境カウンセラー）、原田禎夫（同志

社大学経済学部准教授） 

    オブザーバー   ：消費者庁 消費者教育推進課 食品ロス削減推進室、農林水産

省 大臣官房新事業・食品産業部 外食・食文化課、経済産業

省 商務・サービスグループ 博覧会推進室、経済産業省 産業

技術環境局 資源循環経済課、国土交通省 総合政策局 公共事

業企画調整課、環境省 環境再生・資源循環局 総務課 リサイ

クル推進室、環境省 大臣官房総合政策課 環境教育推進室、

環境省 水・大気環境局 海洋環境課、大阪府 環境農林水産部 

脱炭素・エネルギー政策課、大阪府 環境農林水産部 流通対

策室 ブランド戦略推進課、大阪市 環境局 総務部 企画課、大

阪市 環境局 事業部 一般廃棄物指導課 

■議事： 

1. 開会 

 

2．大阪・関西万博の直近の準備状況について（資料 2-2） 

崎田委員長 よろしくお願いします。今ご紹介がありましたように今日の議事は大きく分け

て 3 つ指定されています。万博の直近の準備状況と、資源循環に関する検討状況、

そして 3 つ目が ESD の検討状況ということです。それぞれに皆さんのご意見を積極

的にいただきたいと思いますが、特に 2 番目の資源循環のところはこの会議の中心

課題なので、じっくりとご意見をいただければ嬉しいと思っています。今日はどう

ぞよろしくお願いいたします。 

それでは議事に入りたいと思います。まず 4.1 の大阪・関西万博の直近の準備状

況ということで、事務局から説明をお願いします。よろしくお願いします。 
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事務局 ありがとうございます。改めまして博覧会協会の志知です。大阪・関西万博までも

うすぐ 500 日前ということで、11 月 30 日には入場チケットの前売り販売も開始さ

れる予定になっています。大阪・関西万博の準備は着々と進んできている状況で、

直近の準備状況について、資料 2－2 をもとに、本日のテーマである資源循環に関係

するトピックをピックアップしながら簡単にご紹介したいと思います。 

まず、3 ページ、会場レイアウトです。万博会場の全体構成についてご紹介しま

す。会場予定地の面積は約 155 ヘクタール。東西にエントランスが設置されます。

中央の大屋根リングのある辺りがパビリオンワールドと呼ばれており、すべてのパ

ビリオンがこのあたりに配置されます。 

4 ページです。大屋根（リング）は、1 周 2 キロメートル、高さ 12～20 メート

ル、幅 30 メートルの木造建築で世界最大級のものになっています。大屋根の上には

上ることもでき、万博会場を見下ろすことができるようになっています。150 以上

の国・地域・国際機関のパビリオンがすべてこのリングの内側に配置される予定に

なっており、世界が一つであることを感じさせるレイアウトになっています。 

6 ページです。民間パビリオンについては、13 の企業・団体のご出展が決まって

います。日本の万博については、民間パビリオンが素晴らしく、「万博の華だ」と

いう評価もあるところです。 

7 ページです。先月には民間パビリオン構想発表会を 2 回に分けて開催していま

す。パビリオンの具体的な構想の発表が行われており、ここでは一部ですが、民間

パビリオンの一例を掲載しています。「循環」に関してもいろいろな構想が明らか

にされてきており、「循環」というキーワード自体をテーマに掲げているもの、パ

ビリオンの建築にリサイクル材料や端材・残材を使用するもの、木材・紙・竹など

を構造材として使用するもの、建物自体は膜構造とすることで建材自体の使用を抑

制しようとするもの、また、パビリオンそのものを移設して会期後に活用する予定

であるものなどをご紹介しています。 

8 ページです。いわゆる日本館についても、パビリオン出展に向けた検討が進め

られています。こちらは少し古い情報になりますが、2022 年 3 月にまとめられた基

本計画においては、展示のコンセプトとして、「循環（いのちのつながり）の体

験」、「循環とともにある社会の実現に向けた要素の展示体験」ということで、持

続可能で豊かな未来に向けた気づきや具体的な行動をもたらそうという内容になっ

ています。 

9 ページ、日本館の建築概要です。円環状の構造となっており、内壁・外壁には

CLT（直交集成板）と言われるものが使用される予定になっています。日本館独自
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のリユースの取り組みとして、会期後、公募により選定された地方公共団体あるい

は事業者に再利用していただくスキームを構築することが検討されています。 

10 ページです。テーマ事業「いのちの輝きプロジェクト」についてご紹介してい

ます。8 人のプロデューサーが大阪・関西万博の中心テーマを扱う象徴的なパビリ

オンということで「シグネチャーパビリオン」とも呼ばれています。これらのシグ

ネチャーパビリオンについては、いずれも「いのち」をテーマとしており、その展

示・建築の具体像も少しずつ見えてきている状況です。 

11 ページ、テーマウィークです。12 ページにテーマウィークの概要について示

しています。テーマウィークとは、世界が半年の長きにわたって同じ場所に集うこ

の万博の特性を活かし、地球的規模の課題解決に向けて英知を持ち寄り、対話によ

る解決策を探る取り組みです。約 1 週間ごとに、地球的課題をテーマに設定し、解

決策を話し合う「対話プログラム」や行動のための「ビジネス交流」などが実施さ

れる予定となっています。 

13 ページ、テーマ構成について示しています。地球的規模の課題を幅広く対象と

してテーマ構成が設定されています。3 つ目には「食と暮らしの未来ウィーク」と

いうことで、テーマ領域のところに、「フードロス」「サステナブルファッショ

ン」「エシカル消費」というキーワードが挙げられています。また 7 つ目、「地球

の未来と生物多様性ウィーク」ということで、「気候変動」「脱炭素」「生物多様

性」「サーキュラーエコノミー」というキーワードが挙げられています。 

14 ページですが、先月にテーマウィークカレンダーが決定され公開されていま

す。今後、テーマウィークの実施に向け、2024 年度にプログラム編成を進めていく

予定となっています。 

15 ページです。催事参加ということで、16 ページに催事の種類について示して

います。多くの来場者に楽しんでいただくために、大阪・関西万博にふさわしい多

彩な催事が検討されているところです。催事の種類は、公式行事である開会式、閉

会式、ナショナルデー／スペシャルデーのほか、参加催事として、公式参加者、省

庁、自治体、出展者などが行うものや、一般に公募して行う一般参加催事が予定さ

れています。 

17 ページに催事の編成工程を示しています。現在は 2024 年 1 月頃の第 1 次催事

カレンダーの編成に向けた調整等が進んでいる状況です。省庁連携催事や自治体参

加催事に関しては、すでに企画案を提出していただいて調整が進められているとこ

ろです。また、一般参加催事については、2023 年 9 月に募集を開始したところで、

参加型・発表型・展示型など幅広い体験の場として、繋がりを生み出せる力のある
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イベントの企画を募っているところです。なお、こちらの募集期間は 12 月 31 日ま

でとなっています。 

18 ページは各催事施設の概要を示したものになっています。詳細な説明は割愛を

させていただきます。 

19 ページからは営業参加に関してです。20 ページに営業施設の会場配置計画を

示しています。万博会場内のレストラン等の飲食施設の出店や土産物等の物販施設

の出店に関して、夏頃に営業施設概要が公表されています。こちらは会場配置計画

ということで、地図上の橙色のエリアに営業施設が配置される計画になっていま

す。 

21 ページ、会場に配置される営業施設の業態・業種・店舗面積についてです。飲

食店舗については、大勢の来場者に対応できるように、ラウンジ＆ダイニング、レ

ストラン／カフェテリア、フードコート、カフェ、ファストフード、キッチンカー

等で構成を検討しています。また、右側の物販・サービス店舗については、公式記

念ショップのほかに、大阪・関西万博にふさわしい地域の品を取り揃えた物産店

や、各種物販・サービス店舗、コンビニエンスストアなどが分散配置されることが

検討されています。 

22 ページ、営業参加の公募スケジュール予定です。公募は 1 次と 2 次に分けて行

うことを検討している状況で、1 次公募は 2023 年秋頃検討ということで、近々開始

される予定です。 

最後、「TEAM EXPO 2025」プログラムと「ベストプラクティス」についてで

す。24 ページ、「TEAM EXPO 2025」については、会期前より、2025 年に向け

て、多様な参加者が主体となって、多彩な活動で大阪・関西万博とその先の未来に

挑む、みんなが作る参加型プログラムということで実施しているものです。共創チ

ャレンジと共創パートナーの枠組みがあり、たくさんの登録をいただいているとこ

ろです。一部については、活動成果を、会期中にフューチャーライフエクスペリエ

ンスエリアで発表・展示していただく予定となっています。 

25 ページ、ベストプラクティスについてです。様々な活動のうち、実践的で世界

各地で再生可能な、将来のために活用できる特に優れた取り組みについては、「ベ

ストプラクティス」と位置付け、展示・展開することを予定しています。国際的な

プログラムであり、取り組みを世界に PR できるものですので、ぜひたくさんご応

募いただければと思っています。 

大阪・関西万博の直近の準備状況についてのご紹介は以上です。 
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崎田委員長 ありがとうございます。直近の準備状況ということで、かなり具体的な情報に

なってきました。特にご質問等なければ議事を進めたいと思いますが、ここでご発

言等があればきちんと伺っていきたいと思います。 

私から一言。21 ページで、会場配置の営業施設、飲食店や物販サービスなど、い

ろいろと状況が見えてきています。持続可能性などの考えをしっかりと持って欲し

いということの上で公募されるはずですが、決まってからもきちんと研修等をしっ

かりとやっていただければありがたいと思います。 

事務局  ありがとうございます。おっしゃるように、営業参加の公募の時には色々な条件

を明らかにした上でと考えており、今おっしゃっていただいたような資源循環ある

いは持続可能性に関する内容もその中に含めていくようにしたいと思いますし、そ

れ以降についても、ご意見を踏まえて対応していきたいと思います。 

崎田委員長 やはりこのような大きなイベントの場合には、それぞれの事業に関係する事業

者が自ら「もっと頑張ってみると面白いかな」と思ってやった方が全体の流れがよ

くなると思いますので、そのような意味で研修機会などをしっかり設けていただけ

ればと思います。ありがとうございます。 

3．会場運営における資源循環に関する検討状況について（資料 2-3-1） 

崎田委員長 この後、議事の 2 番目にある大阪・関西万博における資源循環に関する検討状

況ということで、これに関しては資料を 3 つ準備していただいています。それぞれ

少し内容が違うので、きちんと一つずつご説明いただいて意見交換をという形で進

めていきますのでよろしくお願いします。 

事務局 会場運営における資源循環に関する検討状況について、プラスチック対策部分につ

いてご説明いたします。資源循環課の福原です。よろしくお願いいたします。 

「EXPO 2025 グリーンビジョン」に示された具体的な取り組みの実現に向け、大

阪・関西万博の開催者として、協会自ら取り組むことに加え、様々な参加者と一体

となって取り組むことや、レガシーを残すことも視野に入れ、参加者や来場者、市

民などが参加して取り組むことも必要です。会場運営において、様々な参加者と取

り組むことについては、改定版のグリーンビジョン（2023 年版）において、大阪・

関西万博の運営における資源循環に関する具体的な取り組み（案）を示しています。

営業出店参加者など、各参加者に対し、募集要項に合わせて、順次具体化を図って

いく予定です。これから説明する会場運営における資源循環に関する検討状況につ

いてご報告し、ご議論ご意見をいただければと思います。 
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まず、プラスチック対策について、会期中、多く排出されるであろう使い捨て食

器対策などに関して説明いたします。基本的な考え方として、レストランやフード

コートなどは、基本的にはリユース食器の使用を原則とし、キッチンカーやカフェ

など、使い捨て食器が用いられるところにおいてもリユース食器の導入の検討を進

めます。使い捨て食器を使用する場合については、堆肥化可能な使い捨て食器を用

い、食品と一緒に堆肥化することや、その他の資源化を検討しています。現在の状

況としては、リユース食器導入に向け、リユース食器の洗浄事業者を公募する方向

で検討を進めています。キッチンカーはリユース食器と堆肥化可能な食器の併用の

方針としており、堆肥化可能な食器の導入と適切な処理の実現に向けて、堆肥化可

能な食器の取り扱い事業者・再生利用事業者などにヒアリングを実施し、実際に処

理ができるのか、処理した後に堆肥に問題がないのか、確認するための堆肥化可能

な食器の堆肥化試験を計画及び準備している段階です。 

続いて、飲料容器に関してご説明します。基本的にはマイボトルの持参を推奨し、

その利用環境を整備することでペットボトルの排出量を削減します。また、自治体

や企業と連携して街中でもマイボトルの利用を推進していく方針です。現状として

は、マイボトルの持ち込み可否については協会内検討中ですが、熱中症対策なども

考慮し、基本的には持ち込み可の方向で検討を進めています。マイボトルが使用で

きる環境として、会場内に給水器などを屋内外合わせて数十台設置する方向で検討

を進めています。今後の予定としては、自治体や企業と連携して、マイボトルの普

及活動を行っていくこと、そして、廃棄されたペットボトルに関しては、水平リサ

イクルの実現に向けて事業者と調整を行う予定です。 

続いて、容器包装、ノベルティ、配布物等について説明いたします。基本的な考

え方として、プラスチックの削減、リユース・リサイクルの推進です。特に使い捨

てのプラスチックを削減します。現在の状況としては、おしぼりについては、どう

しても使い捨ておしぼりを使用する場合は、生地に石油由来の成分を含まない、そ

して包装材はバイオマス由来のものを導入するよう要請しました。レジ袋について

も、具体的にはどのような方向を示すか現在検討中で、2024 年 3 月までに具体策を

策定する予定としています。他にも、傘袋についても検討を進めていきます。 

続いて食品関連の対策に関して博覧会協会大渕より説明いたします。まず、食品

ロス対策を説明します。スライド上の方にある基本的な考え方は、第 1 回資源循環

ワーキンググループでも議論し、改定版グリーンビジョンをベースに記載した事項

です。こちらとほぼ同じ内容がスライド下の方に四角で囲んでいる箇所に記載して

います。具体的には来場者数の予測に応じた調達量のコントロール、無理なく食べ

きれる量やサイズのメニュー提供、フードバンク等に渡せるような仕組みづくりに

協力してください、などになりますが、これらは商業活動を行う事業者に、ルール
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として守っていただく予定です。前のページのものに関しては最低限守っていただ

く食品ロス対策になっており、万博のコンセプトである未来社会の実験場としてさ

らに一歩踏み込んだ食品ロス対策を検討しています。こちらに記載しているのは検

討中の案ですが、例えば各店舗で取り組む食品ロス対策の具体策の提出や、会期後

の食品ロス対策に関する調査の協力を求め、のちに活用できる知見を蓄積できない

か。各店舗の食品廃棄物の排出量を計量する予定なので、そのデータを用いて食品

廃棄物量・排出量の可視化、公表を行っていきたいと考えています。そうすること

で事業者に自主的に排出量の削減に取り組んでもらえるよう進めていくことができ

ないかと考えています。ただ単に排出量の可視化・公表だけになると、店舗の業態

や店舗の規模などによってそもそもの排出のベースが異なるので、のちに活用でき

る知見とすべく、より適したデータの見せ方ができないかと検討しています。ここ

までの説明に関しては商業活動に関する食品ロス対策になっており、商業活動以外

の食品ロス対策として、例えば従業員、スタッフ用の食事などに関しても対策をし

っかり検討していく予定です。このような対策例に関しては博覧会協会のホームペ

ージに食品ロス対策例として掲載し、レガシーとして残せないかとも考えています。 

続いて食品リサイクルに関して説明します。これまで説明した食品ロス対策を万

博会場内で実施し、食品廃棄物の削減を行いますが、排出された食品廃棄物に関し

ては 100％リサイクルをする目標です。使い捨て食器として堆肥化可能な食器の導

入を検討していることから、堆肥化を中心としたリサイクルを検討しています。ま

た、一部の食品廃棄物は、会場内の日本館でのバイオガス発電などにも使用する予

定です。これらにより 100％のリサイクルを目指します。また、食品廃棄物を堆肥

にし、その堆肥を使用して農作物等を育て、（その）農作物を食品廃棄物を排出し

た店舗に購入してもらうという、食品リサイクルループに関しても、食品の資源循

環の姿として検討しています。万博会期中の食品廃棄物の再生利用事業者が決定次

第、その再生利用事業者と会期前、会場外での食品リサイクルループの構築に向け

検討を進めていこうと考えています。 

続いて会場運営に関する排出量の推計目標の設定に関して説明します。2023 年版

の EXPO 2025 グリーンビジョン改定の際は、こちらの表の白い部分である各ごみ種

別の排出量の推計値とリサイクル目標に関して公表しています。2005 年の愛・地球

博と直近のアミューズメント施設の排出原単位の平均値から、対策を講じなかった

場合の 1 人当たりの排出量である 344.27 グラムを求め、これに予想来場者数である

2,820 万人を掛けたものが、総排出量の 9,708 トンです。各ごみ種別における量は、

愛・地球博における比率をベースに算出しています。廃棄物に関しては可燃ごみ、

不燃ごみ以外は 100％リサイクルするということで、2023 年のグリーンビジョンの

改定の際には、目標として設定しておりました。2024 年のグリーンビジョン改定の
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際には、ごみの削減目標と、可燃ごみ、不燃ごみのリサイクル率の目標を設定する

予定です。こちらの表の黄色のハイライト部分が、現在の検討状況を踏まえた方針

箇所です。ペットボトル、プラスチック類、紙類、食品廃棄物、可燃ごみ、不燃ご

みに関して削減目標を、可燃ごみ、不燃ごみに関してリサイクル率を設定していま

す。詳細を次のページに整理しています。こちらが削減目標と対策、リサイクル目

標と対策を整理したものです。削減目標に関して説明いたします。ペットボトルは

マイボトルの持参推奨とその会場内での利用環境の整備、設置予定台数から削減目

標を算出し 30％としています。プラスチック類に関しては容器包装に関するプラス

チック削減対策をルールとして設けたり、詰め替え商品の使用などを参加者に要請

し、使い捨てされるプラスチック類の削減を行うことで、削減目標を 25％としまし

た。紙類に関しては、会場内でポスター、マップ、各種チケット等の電子化をする

ことに適したものに関しては積極的に電子化の推進を行い、削減目標を設定してい

ます。食品廃棄物に関しては、本資料の食品ロス対策でも示した具体的な対策の実

施、スタッフの食事など、商業活動以外においてもその対策を具体化した上で、関

連する事業者に要請するなど、万博会場全体で食品ロス削減を行い、削減目標を

21％としています。可燃ごみはまだ検討中になりますが、キッチンカー等でのリユ

ース食器の導入や、簡単に廃棄されそうな物の発生抑制、ペットボトル、プラスチ

ック類、紙類等のこれまで説明した削減対策によって、本来リサイクルできるが汚

れなどのために可燃ごみに分別せざるをえなかったもの、あるいは可燃ごみに混入

するものの、排出量が減少すると考え 17％の削減目標としています。不燃ごみに関

しては会期中に使用する物品等に関して、運営参加による積極的な無償貸与の活用

などを行っており5％としました。続いてリサイクルに関して説明いたします。可燃

ごみに関しては、本来、可燃ごみに分類されるものに分別区分を設けてリサイクル

をしていくとしリサイクル目標を算出しています。具体的には、使い捨て食器の使

用場面において堆肥化可能な食器の導入による排出量の削減、検討中のものもあり

ますが、おむつ、割り箸などリサイクルをすると仮定し、リサイクル目標を設定し

ています。不燃ごみに関しては、傘や参加者側で発生する小型電子機器などをきち

んとリサイクルするとし5％と設定しています。これらの数字に関しては、協会内の

各事業の状況により変化することから、今後はそれらの状況を適宜確認し、削減率、

リサイクル率の精緻化を行う予定です。以上で資料 2-3-1 の説明は終わります。 

崎田委員長 ありがとうございます。会場運営における、資源循環に関して、プラスチック

対策と、食品対策、そして排出量の推計ということで、詳細にデータなどを出して

いただきました。ここについてまずご発言がある方から伺っていこうと思います。 

原田委員 確認ですが、この削減目標、例えば割合 30％というのは、削減前の排出量推計

値、何もしなかった場合と比べ、例えばペットボトルでしたら 188 トン減らし、
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30％削減するということだと思いますが、リサイクル等を含まずに単に使用量を減

らすという意味の削減目標という理解で間違いないでしょうか。 

事務局 そうです。給水器等を設置することによってペットボトルの排出量が削減できると

いうものになっています。 

原田委員 はい、ありがとうございます。削減を口で言うことは簡単で、難しいことは重々

承知の上ですが、例えば削減割合率で見たところ、例えば特に可燃ごみでしたら、

マイボトルやリユース食器、あるいは紙も堆肥化を可能な限りできるものとすれば、

17％という可燃ごみの目標はいささか低いという気がしました。その辺り、何かこ

の算出に際しての重視された点や、あるいはこれ以上難しい理由があったら教えて

いただけたらと思います。 

事務局 可燃ごみの割合に関しては、もともと愛・地球博の割合をベースにしており、かな

り比率が高いものになっていました。キッチンカー等のリユース食器等の導入で可

燃ごみの削減、堆肥化可能な食器で可燃ごみリサイクル率を見積もっていますが、

協会側でこれぐらいは使われるだろうという食器数の試算からの積み上げ方式とし

ており、一部割合の見込みは少なくなっているところもあります。ただ、ここに示

しているように簡単に廃棄されるものに関しては見積もることも難しく、今後可燃

ごみでどのような具体的なものがあるか、そのようなところも調査していきなが

ら、さらなるごみ削減やリサイクルができないか、検討していきたいと考えていま

す。 

原田委員 そうすると愛・地球博と比較して、という一つのベンチマークが設けられている

ということだと思いますが、この同種のイベントで、例えば一般的なテーマパーク

やそのようなところと比べて、つまりテーマパークも一定の対策を昨今されている

と思いますが、例えばそのような場合と比べてどれぐらい減っているか、いろいろ

頑張った愛・地球博と比べてもどれぐらい減っているかを示すことも大事なこと

で、わかりやすくなると思いました。 

事務局 ありがとうございます。今後検討していきたいと思います。 

崎田委員長 今のご意見は大変重要で、今削減目標や色々な目標値が出ていますが、これが

本当にぎりぎりの数字なのかどうかという根拠になるようなところ、総合的な情報

を考えた上でやっていただいているかどうか、その辺の情報をまた出していただく

と、委員の皆さんの納得感あるいはもっとできるところ等、出てくるのではないか

と思いますので、少しその辺の検討もよろしくお願いします。ありがとうございま

す。 
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浅利委員 今の原田委員や崎田委員長からのコメントと関係しますが、多分数字を出すこと

に大分苦労されているだろうなというのは隣で見ていても感じています。場合によ

って、これはこれとして検証しつつ、開催時期によっても長丁場なので変わるかも

しれませんが、例えば最初の 1 ヶ月間の数字や、特に可燃ごみ等よくわからないも

の等の数字を出し、分別の工夫等で会期中も対策を検討できるものに関してはして

いくような、生きた実証的なことも検討してもいいのではと思いました。数字の不

確実性も前提にしつつ、そのようにする（実証的なことを検討する）ことが一つあ

るのではというアイデアです。 

全体にはすごくよく検討いただいていますが、特にこの削減目標の割合を上げる

意味でも、事業者の方々にも徹底して周知しないと相当難しいと思っております。

私自身は今、京都の万博の検討に若干関わっており、全く放っておいたら、このよ

うなことを気にせずに設計が進みそうだなというのを感じています。例えば 500 日

前イベントもしますが、そこでも相当うるさく言い、万博までいかないまでもこの

コンセプトをできる限りやって欲しいということでやっていましたが、そのような

ことがなければ全然関係なしに進むことを感じており、どのように周知徹底してい

くのかを検討の一つの項目として挙げていただきたいと思っています。 

崎田委員長 浅利委員、今のその周知徹底のところですが、例えば事業者への周知徹底と、

参加される市民の方の周知徹底と両方ありますが、今どの辺を強化して欲しいとい

うお気持ちですか。 

浅利委員 当然両方ですが、私が今特に急ぎ目でやってほしいのはやはり事業者さんです。

その出店される事業者さんも今、設計が結構大詰めになってきていると思いますの

で、現段階からしっかりとお伝えいただきたいというところがまず、最初です。 

崎田委員長 今のお話がありましたが、関連する事業者さんが増えれば増えるほど、協会が

頑張って徹底するというよりは、自ら事業者が取り組んでくださるようになること

が一番大事ですので、今の浅利委員のお話のような、周知を徹底する、あるいは先

ほど私が申し上げた研修機会をたくさん持つ等、非常に大事なことと思います。そ

の辺、特に何か事務局の方で追加コメントありますか。 

事務局 持続可能性部長永見です。まずは今の段階ではパビリオンに出展される方はすでに

決まってきているので、そうした方々への周知はしっかりやっていきたいと思いま

す。あと営業施設に関してはまだ決まってないところがほとんどなので、来年度慌

ただしい中でやらざるをえないですが、計画的にやっていきたいと思います。 
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崎田委員長 やることがどんどん増えていっていますが、どんどん具体的になってきますの

でよろしくお願いします。それでは岡山委員からも手が挙がっていますのでよろし

くお願いします。 

岡山委員 ありがとうございます。数字が出てきて大変お疲れ様です。私からは多めですが

五つほど意見させてください。 

まずはこの一番上のびんですが、びんはかなり重いので分かりますが、おそらく 9

月に伺った限りでは、ナショナルデーの時のパーティーで出てくるワインのびんが

多いのではないかと伺っています。もしそうであれば、びんはできる限り一升瓶な

どの、日本古来のというのは変ですが、伝統的なリユースできるびんを積極的に使

うことを徹底していただけたらと思います。これが仮にワインのびんだったとして

も、何らかのことで日本では一升瓶でワインを売っている地域がたくさんあります

ので、積極的にそのようなものを買って飲んでいただけるようにしていただけたら

いいと思います。缶は 100％リサイクルできると思いますが、びんについてはもう

少しリユースによる削減も中に盛り込んでいただけたらありがたいと思います。 

次に、リユース食器は大変すばらしいと思いました。それによるプラスチックの

削減を見込んでいて 25％減と思っていましたが、愛・地球博の時には木製や葉っぱ

を固めた皿等も結構使っていましたので、必ずしもプラスチックだけではなかった

とは思っていました。しかしそれが全部リユース食器になるのだとしたらそれはす

ごくすばらしいと思います。 

マイボトルによる削減は、ペットボトルの削減にも強く繋がるところで、そこを

もっと徹底していただけたらペットボトルは極限まで減らせるのではないかと少し

思っています。これは 30％ですが、私個人的には少し多すぎると思います。多すぎ

るというのは使いすぎです。導入を禁止するぐらいでも本来いいと個人的には思っ

ています。その時に必要なのはやはりカップの洗い場所です。自分で持ってくるカ

ップではないです。マイボトルを一旦洗えるような場所をかなり多めに作っていた

だける、給水器と同じぐらいの台数で設置していただくことがすごく重要だと思い

ます。オクトーバーフェストの時のカップを洗うようなイメージです。これは実

は、ペットボトルの水平リサイクルもすごく重要で、ペットボトルの水平リサイク

ルは現在きちんと中身が洗われている過程のものしか実現ができていませんので、

もし現地で出たペットボトルを削減という、ペットボトル自体私は反対ではありま

すが、導入するにあたってそれを水平リサイクルするのであれば、同じくマイボト

ルを洗える機械で同じようにペットボトルの中身を一旦すすいで出してもらう。そ

して必ずキャップを分別して出すことを徹底するようにしてください。中身を入れ
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たままで捨てられないようにすることが非常に重要になってきます。給水機にプラ

スして、洗浄機の設置をお願いしたいということが二つ目です。 

傘袋ですが、本当に必要でしょうか。私としては傘振り機があればいいのではと

思ってしまいます。しかもそのような什器はそのあと売ってしまえばいいのではな

いかと思うのですが、もう 1 回再考していただければありがたいと思いました。た

だ傘袋はそうそう毎日使うものではないので、100 歩譲って仕方がないという気は

しないでもないですが、レジ袋などはアフリカ諸国でもすでに禁止している国がた

くさんありますので、レジ袋自体は会場内禁止のようにしてもいいのではないかと

思いました。 

フードシェアアプリ、食品ロスの削減というお話があり、これもぜひした方がい

いと思いますし、ごみの食品廃棄物の発生量の可視化だけではなく、導入は三角に

はなっていましたがフードシェアアプリを導入してはどうかと思います。そうする

と、会場内だけで使えるアプリですから、その日の閉まる時間の 30 分前や 1 時間前

になったら半額で出しますよという形であったときに、仕込み残りや売れ残り品に

ついては全部はけるのではないか。特にパビリオンで働いている人達は、買って帰

ることができるようになると思いますので、ぜひ導入されてはどうかと思います。

あわせてそのようなことが一つ売りになってくると、来場者の滞在時間がもしかし

たら少し延びたりするのではないかと思いました。以上です。 

崎田委員長 大事なお話をコメントいただきました。今びんとリユース食器とマイボトルの

話と、傘袋、レジ袋、フードシェアアプリ、どれも大事ですが、まとめてでも結構

なのでどのような方向で受けとめたいかという話を少しお話いただければと思いま

す。事務局、よろしくお願いします。 

事務局 ご意見ありがとうございます。びんについては一升瓶などリユースできるものとい

うご提案をいただきましたので、一応協会内で前向きに検討させていただきたいと

思います。ありがとうございます。 

リユース食器については、こちらも現在、別の部局で検討していますのでそちら

の部局に申し伝えるようにいたします。 

マイボトルの洗浄機も、台数は忘れてしまいましたが、一応会場内には設置する

方向になっています。ただ岡山委員がおっしゃっていただいたような台数まで設置

できるかどうかは確認させていただきたいと思います。 

傘袋の件については、確かにおっしゃられる通り本当に必要なのかどうか、私た

ちも考えている次第です。おっしゃられたような傘振り機も安全対策も考えなが
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ら、やはり濡れた状態でフロアを歩くと危険で転倒等もありますので、その辺りは

適宜判断していきながら極力なくしていく方向で進めさせていただければと思いま

す。 

あとレジ袋についてもおっしゃっていただいたような方向で、やはり削減という

ところまで、レジ袋の配布禁止ではないですが、どこまでいけるのかについては前

向きに検討させていただきますので引き続きよろしくお願いいたします。 

食品ロス削減に対するアプリを導入できるかどうか、そのあたりを現在、関係部

局と協議していく形になっていますので、どのような形でこれが実現できるかどう

か、またこのような場でご報告させていただければと思いますので、引き続き何か

情報等あれば共有いただければと思いますので、これからもご支援の方よろしくお

願いいたします。ありがとうございます。 

岡山委員 食品ですが、愛・地球博で思いましたが、一つ一つのお皿が結構小ぶりで、安く

たくさん売った方がおそらく食品ロス、食べ残しが出にくくなるので、日本サイズ

小さいねと言われることもありますが、あえてそのような売り方をしていただくと

いうのも一つの案と思いました。愛・地球博は 20 年前で、大分時代も変わっている

ので、プラスチックはむしろ当時よりは随分削減できるのではないかと思っていま

す。よろしくお願いします。 

事務局 ありがとうございます。 

崎田委員長 現在、フードシェアアプリや、少し小ぶりにした方がいいのでは、など、食品

ロスに関しても最近関心が大変高まっていますので、また事業者さんなどが決まっ

た時にどのように徹底するか等の詳細に関してはぜひコメントさせていただける機

会があればいいと思います。なおフードシェアに関しては、フードシェアアプリが

今たくさん出ていますので、その中で活用しやすいすでにあるものを導入するの

か、それとも大阪・関西万博に適したものを開発するのか。どちらにせよきちんと

したものを入れたほうがいいと思いますのでよろしくお願いします。  

  あと、東京 2020 で食品ロスが問題になったのはスタッフ弁当でした。お店、選

手村食堂はかなり頑張って食品ロスは減らしてくださいましたが、スタッフ弁当を

大量に注文したけれど事前に予約した方が食べに来なかった。食べに来る時間がな

かったなど理由がいろいろありますが、そのような結果であれだけの社会問題にな

ったので、そのようなことだけはぜひ避けたいと思います。またぜひその辺のスタ

ッフの皆さんがどのような食事を取るのかについても、しっかりと視野に入れてい

ただければありがたいと思います。 
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伊藤委員 本当に持続可能性部の皆さんが頑張ってやっていらっしゃることがよくわかりま

す。こういったことを社会と共有し、批判は受けるにしても進めていくことはとて

も大事なことだと思っており、本当に素晴らしいと思っています。 

ただ委員の先生方がおっしゃっていただいている通り、課題がたくさんございま

す。そのため進めていかねばならないことですが、原田委員と浅利委員と崎田委員

長がおっしゃったことと一つは同様ですが、事業者、出店者の方々の準備段階にあ

る中で、やはりこれは結構イベントにおけるオペレーションに至ることなので、本

当に具体的なシミュレーションをしないと、実際実感して準備することがとてもし

づらいと思います。何か業務フローのようなものがあり、チェックリストがあっ

て、そのようなことをヒアリングベースで、事業者や出店者とお話をさせていただ

かないと、きっと問題意識も醸成されない。私がご説明を受ける側の立場だとする

とそのようになると思います。今まですでに決まっていることもたくさんあろうか

と思います。完璧なものは難しいかもしれませんが、チェックリストのようなもの

やヒアリングを、すでに決まっている事業者さまから少しずつ実施していき、より

精度高く、より使いやすいものにしていくと来年度も楽になる、非常に効果的で効

率的な進め方もでき、実際に会場で会期に行われる実践もとても良いものになると

思いますので、できる限り前倒しでそのようなことができればありがたいと思いま

す。前向きにとると、博覧会に出店されて、きちんとそのようなことをクリアされ

て、実際にその実行の時も、監査のような形で協会側がチェックしたり、もしかし

たら参加者の方もチェックしてくれるかもしれません。そのようなシャワーを浴び

た事業者、出店者はレベルが高いということで、その後の自社のレガシーあるいは

全体としてのレガシーかもしれませんが、実質的にも名誉なことにもなると思いま

す。段取り 8 割ともいいますので、出店者の方々には前向きに受け止めていただき

たいですし、この辺を本当に早めにやっていった方が後から大変でなくなりますよ

と、とても良くなりますよと申し上げたいです。 

また、参加される個々人の方についても、そのような要素はあると思います。た

だ、個々人の方については今から言うことでなくてもいいかもしれませんが、とは

いえ一体全体個々人としてどのような行動をすると今回の万博においての参加とい

う中でベストなことになるのか。たとえば松竹梅で、梅は何で竹は何で、というよ

うな形の行動様式、ペットボトルを持ってこない等、そのような行動様式のパター

ンのようなものを準備すると良いと思います。先ほどのアプリの話題がでましたの

でアイデアが浮かびましたが、アプリのようなものできちんと登録することもあり

えると思います。そして、あなたはレベルがこのくらいですよ、もう少しいったら

もっと良くなりますよ、といった形で、これはさきほどの出店者に対しての話とあ

る種同様かもしれませんが、前向きな評価を、自己評価もでき他者からの評価もで
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きるようなことがあれば客観性があり、良いと思います。公開するしないはともか

くとして、個人としてレガシーとして、家に帰った後で生活をするにあたって、自

分でやることもあるでしょうし、普通の生活もあるかもしれませんが、そのような

時に、実際自分ごととして行動に繋がるのではと思い、レガシーになるような話を

大事にということと、前向きにそのような評価をしていくあるいはその段取りを早

くするということがとても気になりましたので、申し上げさせていただきました。 

崎田委員長 ありがとうございます。レガシーになるようにということは本当に大事なこと

で、そして出店者がやはり前向きにレベルアップしてくることで色々なレガシーに

残ることも増えますし、あと参加者、入場者一人ひとりの行動様式が変わっていっ

たらそれは素晴らしいので、今、アプリというお話がありましたがきっとこれはこ

の後ご説明いただくグリーンチャレンジのアプリなどとも繋がるのではないかと思

いますので、そこでまた少し意見交換ができればと思います。事務局さん、このま

ま進めてよろしいですか。今のところ何か一言コメントありますか。 

事務局 はい、グリーンチャレンジについて後でご説明差し上げます。伊藤委員ご指摘のア

プリについては、現在、検討中です。ただ一つ、後でご紹介するものは、会期前、

会場外のアプリで、万博に合わせて行動変容を促すということで、オリパラの例だ

とメダルプロジェクトがありましたので、そのような形のものを我々もやっていき

たいと思っています。ただ、ご指摘のところは多分会場内、会期中と思います。こ

れはまた別途検討しており、別の機会に、座組や、より洗練されたものを会期中、

会場内はやっていきたいとは思っているので、また別途お話する機会をいただきた

いと思っています。後でご紹介するものは、会期前、会場外というものです。 

崎田委員長 わかりました。ありがとうございます。会期内に関してはこれからいろいろと

考え、また別に検討したいというお話でした。そのことに関係があるかもしれない

ですが、今日の目標値等には出てきませんが、今後会場運営の時の資源分別を、会

場に来た方がやりやすくするためにどのような分別が必要で、どのようにそれをフ

ォローするようなスタッフを配置したらいいのか、そもそもいるかいらないか等、

そのようなことも本当は必要になってきますので、また次の段階でそのような意見

交換ができればいいと思います。よろしくお願いします。 

それでは、今、みなさんからかなり詳細にご意見等をいただきましてありがとう

ございます。これに関しては、今、岡山委員からびん、リユース、レジ袋、シェア

アプリ、色々な細かいご指摘がありました。一つ一つはすごく大事です。原田委員

からやはり指標、目標値など、いろいろな事例を考えた目標値として出ているのか

どうか、その辺の検証をもう少しわかりやすくして欲しいという話。浅利委員か

ら、事業者さんの周知徹底は非常に大事という話等、皆さんからいただきました。
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今、伊藤委員からも、出店者そして来場者双方にレガシーになるような形を明確に

とありました。すべて本当に大事なお話ですので、これからの検討にきちんといか

していただきながら進めていただければと思います。いろいろご意見あるかと思い

ますが、少し進めていきますので、また必要な時にご発言いただければと思いま

す。 

4．パビリオン施設・建材・設備機器・什器備品類の会期後のリユース推進への取組み、

EXPO グリーンチャレンジについて（資料 2-3-2、2-3-3） 

崎田委員長 次の議題は、パビリオン設計、建材設計設備、什器備品類のリユースに関する

取り組みの話と、EXPO グリーンチャレンジの話を 2 つ、タイプが違いますが、両

方合わせてご説明いただいてから意見をいただくようにしたいと思います。 

事務局 パビリオン施設・建材・備品類の会期後のリユースの推進、取り組みについてご説

明します。 

まず背景ですが、リユース推進の背景ということで、万博の会期後、会場につい

ては更地にし、大阪市へ返還されることが前提で会場内の建物は基本的に全部撤去

という形で予定しています。一方で建物、建材のリユースに関しては、法制度や社

会的な仕組みがまだ未整備の状態で、事業主サイドが何もしないとこれらはすべて

産業廃棄物になっていきます。そのため、協会の目指すべき方向性として、建物、

特に利用期間が半年ということで、短期間しか利用されてないようなもの、これら

が大量の廃棄物として発生することに関して、計画的かつ積極的にリユースをでき

ないか考えていくということで、特に建材や建物の再利用に関して、建設業界を巻

き込んだ形でのサーキュラーエコノミーの実現を目指していきたいと考えていま

す。このような仕組みについて、なるべく会期後も根付けばいいと考えています。

協会資産に限らず会場全体の資産を対象にリユースを推進することを目指してお

り、これらについて、建物や建材、備品類について、数が多く出てきますのでマッ

チングプラットフォームというメルカリのようなあるいはヤフーオークションのよ

うなものですが、そのような Web システムを構築して、2025 年 1 月の公開を目指

すことを目標にしています。施設単位での移築に関しては、建物は大きいので、受

け入れ先の例えば予算の確保や、自治体であれば議会の承認が必要なので、かなり

早い段階からスタートを切る必要があるため、現在、すでにいろいろとお話をさせ

てもらっていますが、これについては 2023 年度内に公開を目標にしていこうと思

っています。 

扱う商材については大きいものから小さいものまでありますが、PHASE1 から 3

まで段階は出ており、まず PHASE1 としては、先ほどご説明した建物単位、具体的

に言うと、先ほど万博の近況についてご説明させていただいた中で、テーマ事業の
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プロデューサー8 名のシグネチャーパビリオン。若手建築家施設 20 棟と書いていま

すが、これについては若手建築家が設計するトイレや休憩所、あるいは小さいポッ

プアップステージと言われるようなもの、ギャラリーのようなもの、これが 20 点で

あり、そのようなものが会場内に配置されますが、これらについて対象にしていき

たいと考えています。PHASE2 としては、2025 年 1 月頃で、マッチングプラットフ

ォームを構築した上で買い手を探していきますが、この構築については運営参加と

いう形で、すでに企業さんが複数社手を挙げており、それぞれの業者さんと今話を

進めています。取り扱うものについては、施設の中での建材、例えばファサードや

モニュメント、あるいは照明やエアコン等取り外しの工事が必要なものを対象とす

ると考えています。これらについては、丁寧な解体のための費用や見積もり、段取

りも必要なので準備が必要ですが、そのようなものを扱うと予定しています。

PHASE3 としては、これは会期終了後の 2025 年 10 月頃ですが、例えば机や椅子

等、引っ越し業者さんの方で回収できるぐらいの規模のものはマッチングプラット

フォームに掲載し、買い手を募る予定をしています。下の方のスケジュール表で書

いている建物については青色の部分。これは建物なので調整期間も必要なので、1

年ほど帯を引いていますが、PHASE2 としては、建材についてのマッチングプラッ

トフォームの構築が 1 年ほどあり、2025 年の 1 月にシステムをオープンする予定に

しています。これらについては、現在、協賛企業の方と調整中で、日程については

確定したものではないですが、あくまでも案という形でこのような予定をしていま

す。PHASE3 としては、同様に会期終了後、緑のところです。閉幕後にこのような

商材を載せていく予定をしております。PHASE1 のイメージですが、こちらは Web

ページでこのようなシグネチャーパビリオンや若手建築家の商材を紹介させていた

だき、興味がある方々、企業さんや個人の方々に手を挙げていただき、調整を進め

るための案内のための Web サイトです。これは 2023 年度内にスタートを目指して

いますが、日程についてはまだ確定ではないですが、このような形でご紹介してい

きたいと思っています。実際に今、すでにコンタクトを取られているところもあ

り、実際に具体的な話として、秘密保持契約を結び、詳細な資料や設計書を共有

し、具体的な建築ができるように見ることができます。実際のところ解体のために

は、丁寧な手放しの解体費用もかかりますし、仮設建築物を恒久的に使うのであれ

ば、恒久建築物にするための補強が必要で、ハードルが高いと思っていますが、で

きる範囲で進めていきたいと考えています。次のページが PHASE2 のイメージで、

この写真で載せてあるのは窓枠ですが、このような形で解体のときに再利用が可能

なものを丁寧に解体した上で、それを買っていただく予定にしています。メーカー

名やサイズ、諸元等を載せて、入札いただく予定です。次のページは PHASE3 です

が、これは現在でも中古物品販売が、オークションという形で事業として整理して

いますがそれに近しいものです。これについて細かいもの、使えそうなものについ



18 

 

ては一旦倉庫に運んだ上で、販売していく形を取ろうと。最後のページで、先ほど

のスケジュールの詳細なものですが、このような形で現在、2023 年度ということで

色々な調整をしています。処分のための規制整備も協会資産なので、（対応）しな

いといけないですし、ルール作り等の調整も進めながらプラットフォームの構築の

準備や各パビリオンとの調整を、現在、進めているという事で予定しています。私

の方からご説明は以上です。 

崎田委員長 ありがとうございます。それでは先ほどお話が出たので、続けて EXPO グリ

ーンチャレンジについての資料をご説明いただけますか。 

事務局 EXPO グリーンチャレンジについて福原よりご説明します。 

まず EXPO グリーンチャレンジの概要についてご説明します。EXPO グリーンチ

ャレンジは、「万博をきっかけ」に脱炭素行動を広めていこうという取り組みで、

企業や自治体などの団体や市民の方々に対して行動変容を促していくものです。大

阪・関西万博における来場者由来の温室効果ガス（スコープ 3）は 411 万トンと推

計しています。ご参考までに、大阪府における 1 年間の排出量の約 10 分の 1 程度

です。このスコープ 3 については、削減するというわけではなく、EXPO グリーン

チャレンジを通じて様々な取り組みを行い、第一目標のラストワンマイル相当の 5.7

万トンを第一目標として、最終的には 411 万トンの脱炭素量を積み重ねていくこと

を目指して取り組みを展開していきます。 

次に、EXPO グリーンチャレンジのチャレンジメニューについてご説明します。

チャレンジメニューとは、個人の脱炭素行動による CO2 の削減量を、アプリを通じ

て可視化し、会期前から会場外で取り組んでいただき行動変容を促すものです。会

期中の会場内については別途改めて検討していくのでご理解よろしくお願いいたし

ます。こちらのアプリは、アプリユーザーである個人が取り組みやすい環境を整え

るために、企業や学校、自治体等を通じて連携を図っていきたいと考えています。

チャレンジメニューは 7 つあります。例えば、家庭用の廃食用油を回収ボックスに

持ち込んでいただいたり、マイボトルを街中で使っていただいたり、あとはごみ拾

い活動への参加などといったメニューに取り組んでいただきます。こちらの EXPO

グリーンチャレンジアプリは、先ほど例で示した 7 つのチャレンジメニューに取り

組んでいただくと、金銭価値を持たないポイントを付与して、そのポイントが貯ま

ると抽選で賞品が当たるような仕組みです。またアプリ内には、ゲーミフィケーシ

ョン機能を設ける予定です。こちらのアプリのリリースは 2024 年の 1 月を予定と

しています。 

こちらが、7 つのチャレンジメニューの取り組み内容です。資源循環に関するメ

ニューは、マイボトル、食べ残しゼロ、ごみ拾い、宿泊先でのマイ歯ブラシの利用
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となります。マイボトルについては、テイクアウト飲料の購入時にマイボトルを使

用する行動、あとペットボトルなどに入った飲料を購入せずにマイボトルへ給水す

る行動などのペットボトルの使用削減行動を対象としています。食べ残しに関して

は、飲食後の食べ残しゼロに対する行動をポイント付与の対象としています。ごみ

拾いについては、規模は問いませんが、ごみ拾いのイベントに参加していただき、

ごみを拾う行動を対象としています。宿泊先でのマイ歯ブラシの利用については、

宿泊施設に備え付けてある使い捨ての歯ブラシを使用せずに、持参したマイ歯ブラ

シを利用し、歯を磨く行動を対象としています。マイボトルや食べ残しゼロなどは

自己申告制としています。あくまでも毎日こちらのアプリを開いて取り組んでいた

だき、そして習慣づけることを目的としています。簡単ではございますが、EXPO

グリーンチャレンジについて説明を終わります。 

崎田委員長 ありがとうございます。2 つの資料のご説明いただきましたが、タイプが違う

ので、まずリユースのところから、ご意見のある方お話いただければと思います。

資料 2-3-2 のパビリオン施設や什器などのマッチングプラットフォームの構築とい

うところのお話ですが。原田委員お願いします。 

原田委員 建物をご説明いただいた内容で、いろいろ考えていただいて興味深くお聞きしま

した。もう 1 点が、建物と、それから実際にはいろいろ展示のときに、ちょっとし

たパネルやサイン等、大学でもたくさん使っていますが、例えば発泡スチロール製

の板等に印刷した紙が貼ってある等、そのようなものが実際にはたくさん使われる

かと思います。建物の建材のリユース、これは本当にチャレンジングな計画を作っ

ていただいていると思いますが、そのようなちょっとしたすぐにどんどん交換して

いくような展示物も、やはりこの什器備品類といったところになるでしょうか。そ

うしたところに、どうしても廃棄せざるをえないものに関しては、環境負荷の低い

もの。例えば、情報提供までに、北海道の美幌という町にある美幌博物館で私は共

同研究に一緒に取り組んでいて、そこの博物館では、例えばダンボールを上手く使

い、ちょっとした展示パネルをリサイクル、廃棄せざるをえないものに関してもリ

サイクル可能なものにというかなり意欲的な挑戦をしていただき、実際に展示もう

まく綺麗に実現していただいたりはしています。ですので、什器備品類に入るかど

うかわからないですが、展示に関するところもぜひ明示的にお示しいただけたら、

より魅力的なプランになるのではと思いました。 

崎田委員長 ありがとうございます。大変重要なご指摘で、もう 1 人浅利委員からも手が挙

がっていますので、皆さんの意見伺ってから事務局にコメントいただくようにしま

す。今のお話、建物はいろいろ計画してくださっていますが、それだけではなく展

示物などの備品類もかなり出てくるので、それをリユースするあるいはリサイクル
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可能なものにする等、いろいろ検討の要素があるのではないかということ、大事な

ご指摘ありがとうございます。それでは浅利委員お願いします。 

浅利委員 はいありがとうございます。多分これ結構調整が大変な話だったのではないかと

思っていますので、すごく期待していますし評価したいと思っています。ご存知の

方もあるかもしれませんが、特にオランダパビリオンがかなり環境配慮型というの

がもう出されていて、色々なエネルギーのこともありますが、終了後、解体して再

組み立てできるようにしていたり、すべての資材がいわゆるマテリアルバンクのよ

うな、マテリアルパスポートと言われていますが、そこに登録されてリユースされ

るということでもそもそも設計していますので、ぜひそのような優良事例も逆に一

緒に学びながらやっていただきたいというのが期待するところです。 

同時に、今、内閣府の SIP というプロジェクトの中で、今のマテリアルパスポー

トではないですが、DPP（デジタルプロダクトパスポート）の大型の研究実証が始

まっているので、そのようなものと連携してやってみたらどうかと、ご提案したい

と思いました。以上です。 

崎田委員長 ありがとうございます。今のも大事なご指摘で、オランダパビリオンなどの優

良事例等の取り組みをきちんと学ばせていただいたり、そのようなところの連携

等、そして、DPP の問題というのはこれから日本にとっては重要になってきますの

でそのような取組みの入口に繋がるような実験、実証、実装がここでできれば素晴

らしいと思います。それでは他の委員の方、この部分はよろしいですか。 

それでは事務局から一言コメントいただければと思います。よろしくお願いしま

す。 

事務局 ご意見いただきましてありがとうございます。まずパネル展示物についてはご指摘

の通りだと思います。こちらについては、設備あるいは什器備品という形で取り外

しできるものは、商材として載せ、ぜひ買い手、需要家を探して再利用していただ

くように取り組んでいきたいと思っています。 

後段のパビリオンのお話については我々もリサーチをしています。実は Madaster

という会社が設計や再利用のプランニングをしていますが、そのような方とも面談

させていただき、情報共有させていただきます。ご指摘の通り、日本国内ではまだ

デジタルマテリアルパスポートやプロダクトパスポートについてはこれからという

ところで、マッチングプラットフォームの構築におけるデータの、どのようなデー

タを取り扱えばそのような標準化が図れるかというところも、これらの知見等を参

考にし、設計を進めていきたいと思っています。国の動き等も鑑みながらその辺り

について進めて参りたいと思っています。 
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崎田委員長 今ちょうど国でも静脈と動脈、連携するためにどのような政策が必要なのかと

いう検討会議が始まっていますので、いろいろな事が情報連携しながら進むといい

と思います。 

リユースのところ、大変素晴らしいしこれは本当に皆さんご苦労されていると思

いますが、これだけ本気でやってくださるのであれば、数値目標を掲げて、しっか

りやっていただければいいのではという感じがいたします。99％目標等、社会があ

っと驚くがそれが次の時代の基準になるという流れを示していただければ嬉しいと

思いました。 

伊藤委員 今の崎田委員長のお話の関連ですが、99％でなくても 97％、95％等、できる限

りやればいいと思います。ただし最後の 5％もトレーサビリティがあるという感じ

にしていただくとありがたいと思っています。残ったものがどこに行ったかわから

ないということだと、やはり良くないと思いますので、そこは、現時点でできると

ころまではここまで、残りはこうでしたということがわかる、といったことがとて

も誠実なあり方と思います。 

崎田委員長 大変重要なご指摘で、リユースができない部分が何パーセントかあったとして

も、そこが何になったかというトレーサビリティがきちんと効いていることが、社

会の信頼感にとっては大事だという、ごもっともだと思います。参考にしていただ

ければありがたいと思います。皆さんありがとうございます。 

それでは次の EXPO グリーンチャレンジに関してご意見ある方ご発言いただけれ

ばと思います。岡山委員お願いします。 

岡山委員 ご説明にあったように必ずしも会場内だけではなく、この阪神エリア、大阪と関

西広域のエリアで全体市民も巻き込んでという話だったかと思います。まず 4 ペー

ジ、ポイントを貯めて抽選で当選したら商品プレゼントだと、俄然ポイントをため

るインセンティブが低くなります。つまり、一生懸命ためても、結局抽選に外れて

しまったらおしまいなので、あまり面白くないという気がしないではなく、デジタ

ルウォレットと連携がもちろんありますが、会期終わってしまった後どうするの、

みたいなことも多分あるでしょうし。例えばですが、愛・地球博でもそうでした

が、ポイントに応じてピンバッチと交換等、そのような特典があってもいいと思い

ます。もれなくポイントがたまれば貯まるほどいいものがもらえるのかなという方

が、インセンティブとしてはつくと思います。そのあと、地域通貨として使うよう

にしたような気もしていたのでそのように会期後も使えるようにすればいいのでは

と思いました。 
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それと次のページですが、細かいところで申し訳ないです。この中の食べ残しゼ

ロですが、会場内だけに限って言えば、自己申告ではなく食器を返す時にポイント

付与できるようにしていただけませんか。つまり、食器のデポジットのような考え

方になるので、食器を返した時にポイントが付与されるとなるとあと回収率も多分

高くなってきますし、さっき小ぶりのほうがいいと言ったのは、愛知県のテーマパ

ークのリトルワールド方式と私は思っていますが、ちょっとずつだといろいろな国

のものが食べられて楽しいですよね。必ず食べきることができるので、結果的にた

くさん食べてもらってたくさんポイントがつくという状況の方が来場者としては嬉

しいのではと思います。ただ、食器の回転率すごく上がるので洗うことが大変と思

いますが、この辺りぜひ検討していただけたらと思います。 

マイボトルは自己申告、結構難しいですよね。本当であればペットボトルで、大

型スーパーの店頭などに、中に入れるとポイントが付与されるという機械がすでに

あります。中国などでもたくさんあります。なので、そのようなものが利用できる

といいと思いますが、リフィル機にそのようなものをつけるのは難しいと思ってい

るので要相談です。自己申告がどのように自己申告したいのかイメージがつかなか

ったのでそのように思いました。 

一番下のマイ歯ブラシですが、アメニティをもらわなければポイント制にして幾

らか減らす等、あるいはホテルチェーンの中で独自で実施しているところもすごく

たくさんあります。そのようなホテルの独自の取り組みと、上の旅行会社との連携

がありますが、そことむしろ提携していき、そのようなサービスをする、「持参」

ということを基本とするようなホテルをむしろ増やしていくというインセンティブ

になる方がいいのではと思いました。 

食べ残しのところで気になったのが食器で、カトラリーです。合わせてリユース

カトラリーとするのか、それともプラスチックではないカトラリーにするのかとい

うことがおそらくあると思いますが、これも歯ブラシのように持参してもらうとい

うのも、一つのこの万博のルールにしてみたらどうなのではと思いました。日本な

らではのマイ箸のようなものを会場で売るということも含め、カトラリーも持って

こなかったら買ってもらえばいいし、自分で持ってきてもいいよということにして

あげるとそのごみが出なくていいのではと思いました。当然そこにポイント付与が

あるといいのではと思いますが。 

崎田委員長 はい、いろいろありがとうございます。今、事務局の方に確認したいですが、

この企画自体は来場してくださるところまでの企画で、先ほどの説明はそのような

感じですが、岡山委員のご発言を伺って会場内にしても面白いのではと思いました

が。 
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事務局 会場内は別途用意しますので、ご発言は参考にさせていただき、そちらの別途用意

する方を検討したいと思います。 

崎田委員長 原田委員お願いいたします。 

原田委員 話が一つだけ遡りますが、レジ袋の件で、浅利委員か岡山委員からアフリカがど

んどん禁止しているという話もあり、原則禁止でやむを得ない場合というのがあり

ましたが、やむを得ない場合に結構簡単に安易に流れてしまうことがあるので、や

むを得ない場合でも、例えば日本の場合はバイオマス素材も 25％配合したら OK

等、世界的に見てもかなり緩かったりするので、例えば石油由来のものを一切使っ

ていない等、あるいは生分解のものに限る等、かなり厳しめの条件をつけていただ

いてなおかつ有料にしていただいたらいいのではと思いました。 

グリーンチャレンジの件ですが、先ほど、前のお話のときに、浅利委員、伊藤委

員からもご指摘のあったところですが、事業者あるいは来場者の皆さんへの周知徹

底は非常に大事と思います。この週末に、東大阪で HANAZONO  EXPO というプレ

のイベントがあり私も学生と一緒にアンケート調査を行うために参加させてもらい

ましたが、かなりごみに関しては残念な状況でした。博報堂さんが受託され運営さ

れたと伺いましたが、残念ながら、立派なエコステーションはありますが、実際問

題としてごみが大量に発生し、お金のかけ方がどうなのかと。やはりプレのイベン

トは、皆さんに周知していくために非常に大事な機会だと思いますので、本番だけ

でなくプレのイベントでも、このあたりを可能な限り徹底していただくことが大事

と思います。ちなみに、アンケート調査の結果は皆様とも共有できたらと思います

が、ざっと回答を見た感じでは、いくつか HANAZONO  EXPO 以外でもアンケート

を行っていますが、サーキュラーエコノミーという言葉を知っているか、リユース

食器を知っていたり使った経験があるか等はかなり地域差が大きいような印象を受

けています。ただ一方で、リユース食器そのものに対するまた使ってみたい等とい

う感想は地域差なく皆さんかなり肯定的にとらえていらっしゃったということを、

情報提供まで。 

あと、先ほど岡山先生から指摘あったマイ歯ブラシの件ですが、アプリの使用が

どうなるかはわかりませんが、自己申告なのかそれともホテル等が何らかの形で関

与される、承認ボタンを押すような、そのようなことがあってもいいのではという

気がしました。というのが、滋賀県で旅館の組合さんで、アメニティの無償配布を

やめるという自主的な取り組みをしてくださっていますが、ここに全国チェーンの

ビジネスホテルが乗ってこず、真面目にやっている皆さん、正直者が馬鹿を見るよ

うな状態になっており、何か解決方策がないかというお話を先日も滋賀県のイベン
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トで伺いました。なので、お客さんだけでなく、ホテル・旅館のような事業者の皆

さんも関与できるような仕組みがあれば取り組みはさらに広がると思いました。 

崎田委員長 ありがとうございます。お時間がないということですので、原田委員この後の

ESD のところで何かコメントがあれば伺っておきます。 

原田委員 本当に大事な取り組みだと思います。教育のコンテンツ等も大事だと思います

が、勉強したことやまとめたことが、発表できる機会、リアルの発表でなくてもい

いですが、取り組みをしたという足跡を子どもたち自身が残せるような、要するに

つまり子どもたちも参加できるような仕掛けが大事だというのは資料を拝見して思

いました。 

崎田委員長 大事な点ありがとうございます。それでは今岡山委員、原田委員から伺いまし

たので、浅利委員お願いします。 

浅利委員 ありがとうございます。先ほどの両委員からの意見とも重なりますが、ぜひこの

アプリに閉じずに、もうすでにやられているところ等、私たちも実はごみ拾いのア

プリを今、広げようとしていますが、積極的に連携して知っていただくようお願い

したいというのが一つです。 

あと、できればバイリンガル、少なくとも英語でも発信いただくことができそう

でしたら、なおいいかと。先ほどのホテルに関しても、海外の方の方が逆にそのよ

うなニーズ等、意識の高まりもあると思っていまして。そのようなことに事業者も

刺激を受けられるのではないかということも含めて検討いただけたらありがたいと

思います。 

それと質問ですが、聞き逃していたら申し訳ないですが、何がもらえるのかな

と。やはり、それができればごみ削減とか環境配慮にまたフィードバックされるよ

うな工夫があるといいのではと思いました。以上です。 

崎田委員長 大事なご指摘いろいろありがとうございます。次、伊藤委員お願いします。 

伊藤委員 ありがとうございます。こちらについても本当に大事な取り組みだと思います。

もうすでにアプリは開発も設計もほぼ終わっていらっしゃると思うのでなかなかそ

のアプリ自体の設計を変えることは難しいと感じますが、次の ESD の話にも繋がる

かもしれませんが、例えば Web ページなどでこの説明や、ありたい行動様式等、私

はごみの分別がよくわからないこともよくありますし、そのようなアドバイスをし

ていただけるコンテンツを、アプリだけではない形、メディアミックスな感じでし

ていただくとだんだんと学べ、行動も良くなっていくかもしれないと思いましたの
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で、そのようなことも可能性としてご考慮いただければと思っています。以上で

す。 

崎田委員長 大事なご指摘ありがとうございます。事務局、今、本当にたくさんいただきま

したが、少し分野をまとめて結構ですから、どのようなことに使えるのか、抽選と

いうよりはもう少しいかせるといい等、逆にどのような情報、どのような行動が本

当はいいのかという辺りがきちんと見えてくるといい等、あとどのようなものがも

らえるのかという、ポイントだけにしても意見がいろいろ出てきています。少し事

務局の方から今の段階でお話しいただけること情報をいただければと思います。よ

ろしくお願いします。  

事務局 ありがとうございます。まずプレゼントの前に、こちらのアプリ自体が協賛いただ

く事業者さんに制作していただきます。また、プレゼントに関しても、協賛をいた

だき、それを商品として配布するような形で現在、考えています。先ほど、岡山委

員がおっしゃられたピンバッチ等、何かポイントが貯まったらというのはやはり私

たちも重々承知しており、何かしらそのような形でご対応できればと前向きに考え

ていきますので、協賛予定者の方とも情報共有をさせていただき、そのような形で

できる限り対応すべく調整して参りますので何卒よろしくお願いいたします。 

あと、マイボトルや歯ブラシの自己申告ということについてご提言いただいたと

思います。今回なぜ自己申告にさせていただいたかと言いますと、色々なところ

で、例えばホテルの事業者さん等にご協力をいただきますと、なかなか活動が広が

らない、例えば大手のホテルチェーンでも確かに数は多いのですが、やはり地域的

にその大手のチェーンのホテルがあるところないところ等、そのようなものもござ

いますし、マイボトルについても例えばマイボトルに飲料を提供してくれている事

業者さん、多分街中も含めてすごい数になると思います。そのようなところにご協

力をいただくことが、日本全国を考えるとなかなか難しいというのもありますし、

あとはご参加いただくアプリユーザーがその地域格差、私たちが住んでいるところ

はそういった活動ができるところが少ない等、そのようなところも考慮しあえて自

己申告という形にしています。例えば、会社に出社してマイボトルにお水を入れた

ら自分の中で、例えばアプリの中で申告ボタンを押していただき、そのような行動

でこの取り組みに取り組んでいただく等、そのような形で考えています。ホテルに

おいても、そのような形であえて自己申告という形にさせていただいている点をご

留意いただければと思います。 

崎田委員長 ありがとうございます。今、自己申告という話がありました。これをきっかけ

にこういうことを、みんなで考えるようになりそれが伝わっていけばいいのではと

思います。確かに自己申告でなく、ホテルや色々なところと連携してやっていただ
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いた方が嬉しいですが、日本全国でやるとなると準備は大変と思います。自己申告

というのはありだと思いますが、これをきっかけに何か広がっていくといいのでは

と思います。なお、先ほど浅利委員から、英語の発信も入れておいていただくとあ

りがたいとありますが、きっとそのような対応になっていると思いますがどうでし

ょうか。 

事務局 現時点ではまず日本語のアプリだけを先行的に進めています。あくまでもこちらの

アプリ自体も日本国内でのリリースを考えており、本来であれば英語版を制作しな

くてはならないことは理解していますが、そちらについては後手に回っているよう

な状況になっているということをご報告申し上げます。申し訳ございません。 

崎田委員長 わかりました。ありがとうございます。いろいろなご意見をいただきましたの

で、いかせるものはぜひいかしながら取り組んでいただければと思います。どうも

ありがとうございます。 

5 大阪・関西万博をきっかけとした ESD、環境教育について（資料 2-4） 

崎田委員長 最後に一つ残っており、この大阪・関西万博をきっかけとした ESD、持続可

能な開発のための教育について、この資料をご説明いただき、コメントがある方か

らはいただきたいと思いますので、説明少し早口でお願いできればありがたいと思

います。よろしくお願いいたします。 

事務局 永見からご説明します。昨年度末、今年の 3 月にまとめていただいたグリーンビジ

ョンで、「展示のあり方の検討。会場内で民間、参加国と連携して子ども、若者に

対する訴求方法についての検討」という記載が課題としてありました。そのため、

教育等の検討を進めようということになりました。崎田委員長にもご相談の上、対

象を区切り、当面高校生までを考えて検討しようということでやっています。内々

で大阪府の教育庁や、奈良教育大学が ESD（持続可能な開発のための教育）に熱心

ということで、造詣の深い全国の先生を集めて Web 会議をしました。その結果をも

とに今日ご報告とご提案を差し上げます。 

これは奈良教育大学に集めていただいた先生方との議論の時の資料ですが、万博

を次世代の行動変容のきっかけとなるものにする、万博を教育の素材として活用し

てもらいたい、ということで、どのようなものをやっていくべきか検討していま

す。例えばどのような教材が必要なのか、出前授業、出張授業は必要なのか、脅威

を訴えるものがいいのか、それとも明るい未来を見せていくものがいいのか、あと

「五感を使った」「体験型」というのは言葉としては簡単に出てくるキーワードで

すが、具体的にはどのようなことなのか。先ほど原田委員からもありましたが、発

表の場というのはどのようなものがあったら良いのか、というところをご議論いた
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だきました。その結果、やはり Web 上で教材を用意していくことが必要ではない

か、子どもたちがアウトプットできたり、参加したようなプロジェクトのようなも

のがあったほうがいいのではないか。あと繰り返しになりますが、Web をしっかり

活用すべきであると。大学生にも関与してもらう、大学生が児童に教えるようなも

のが良いのではないか。また気候変動教育が教育の世界でも熱心に語られていると

いうことでモデルとなって発信していくようなものや、海岸漂着ごみや食品ロスに

ついてそれぞれの地域から持ち寄って持ち帰ることができるといいのではないかと

いうご意見をいただいています。脱炭素ワーキンググループや持続可能性有識者委

員会でもご議論いただいています。 

ここからは持続可能性有識者委員会ではまだご議論いただいていないですが、こ

のようなご意見をもとに 3 つの取り組みを進めようと考えています。 

ひとつ目は会場内のツアーです。パビリオンの中はパビリオン主催者が説明をす

ると思いますが、パビリオンの外にも例えば次世代型のペロブスカイトの太陽電池

や、ごみの分別も含めて、誰も解説しなければ解説されないで済んでしまうが、熱

心にしっかり取り組まれているものが数多くあります。そのようなものについてモ

デルコースを作り、解説を当日もつけようということを大学生を中心としたボラン

ティアに企画から実施までやってもらうことができないかということで、大学生な

どにも呼びかけていきたいと思っています。 

ふたつ目として Web の活用ということで、有識者や大学生と教材づくりや Web で

のコンテンツはどのようなものを提供するかを考えていきたいと思っています。

SNS と連携して参加拡散なども考えていきたいと思っています。大阪・関西万博で

は、普通の Web サイト、バーチャル万博と呼ばれるメタバースのもの、パーソナル

エージェントと 3 つ用意します。バーチャル万博はメタバース、アバターで行動す

るもので ID 登録が必要となりますが、ここで SDGs の部屋を用意して SDGs に関

係する教材や会場内の情報を掲載していきたいと思っています。そこでは民間企業

や NPO がやっている環境や SDGs の活動コンテストとも連携して、可能なものと

のリンクやサイト内での紹介も行っていきたいと思っています。ただバーチャル万

博は ID 登録が必要なので、そこに入らなくても見ることができるコンテンツも用意

したいと思っています。パーソナルエージェントというのは事前に情報を入れると

その個人に適したコースの推薦をする機能があり、これも SDGs に関連した推薦な

どを検討したいと思っています。コンテンツ内容は可能な限り二段階、初級者と上

級者（例えば小 5 と高 1）のような感じで用意していきたいと思っています。 

最後に体験型プログラムということでこれも会場内に場所を借りて、子どもたち

に体験、そこからのアウトプットの場を提供するようなプログラムを 1～2 時間で作
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れないかということで、学生や先生を募ってそのような方々のご希望も踏まえて、

テーマ的にもどのようなテーマを設定するかはそのような参加者にもご意見を聞き

ながらそのようなプログラムも作っていきたいと思っています。以上です。 

崎田委員長 ありがとうございます。以前の意見交換から具体化していただきありがとうご

ざいます。これに関して皆さんプラスのコメントや期待感等、コメントをいただけ

ればありがたいと思いますがよろしくお願いします。伊藤委員お願いします。 

伊藤委員 ありがとうございます。子どもたちにとってはとても大事な機会だと思いますの

でやはり実際に体で行って経験することは本当に学びになる、身につくなと思いま

す。ただ現実的に大阪や滋賀県等で子どもたちがみんなとりあえず 1 日は行ける場

合であったとしても、会場もなかなか混んでしまうところもあろうかと思いますの

で、先ほどおっしゃっていただいたバーチャルの場所で、万博の中の部屋等で、ツ

アーの疑似的な体験のようなことが、簡単でも複雑でもちろん、物理的・技術的に

はできるかもしれませんが簡単でも構わないですが、このようなルートがあり行け

なくてもこのようなことが学べるという基礎的なところだけでも共有できるととて

も学びがいろいろある。本当はパスを買ってもらってずっと行っていただくような

ことで、全部行くとまたそれになるかもしれないけどもという形かと思いますの

で、私たちも手伝えるところを手伝いたいですがが、丁寧に作っていただければと

思います。よろしくお願いします。 

崎田委員長 はい。ありがとうございます。この Web の活用で、全国の大阪まで来られな

いご家庭やお子さんでも、しっかり一緒になり考えたり体験できることはすごく大

事なことだと思います。ありがとうございます。では浅利委員お願いいたします。 

浅利委員 はい。私も手短にと思いますが、会場以外でも同じようなコンセプトで、多分サ

テライトではないですが、色々なところで色々な取り組みがあると思いますので、

そのようなところとも連携できるようなことも検討いただけたらと思いました。あ

と先ほどの通り、できればシンプルでいいと思いますが、バイリンガルなことを期

待したいと思います。 

崎田委員長 はい、ありがとうございます。バイリンガルの準備は後々必要だと思いますの

でご提案ありがとうございます。岡山委員お願いします。 

岡山委員 はい、ありがとうございます。私からも 1 点だけ。さっきのものと少し関わるこ

とですが、愛・地球博のときには、EXPO エコマネーという地域通貨を使いまし

た。これをやると例えば食事やごみ拾いでもポイントが貯まるようになっていまし

た。そうすると小学生でも参加ができます。ですので、環境的な活動を万博会場内

だけではなくて外でもやった時に、それが自分の地域通貨・ポイントになるという
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ことも一つの励みにもなると思います。学校の意見交換の場でもありましたが、食

品ロスについての万博の取り組みを学校に持ち帰ることができるのではないか、学

校としての取り組みとして、ポイントとは関係ないですが、励みになるようなとこ

ろにつなげていけるような関西全体の小学生、中学生たちのある意味特権のような

ものとして、楽しんでもらえるようなものになるとすごくいいなと思いました。 

崎田委員長 大事なお話ありがとうございます。ポイントが貯まってうまくいくというの

は、環境 NGO の環境活動のスタートに愛・地球博は大変重要な意味を持っていまし

たので、私も実は何度も行きましたがそのような仕掛けがあったのだなと。ありが

とうございます。あと食品ロスなども体験したものが学校でも提案できる、何か繋

がっていくと本当にいいと思います。この体験型プログラムなどこれからというこ

とのようですので、皆さんも関心を持っていただければありがたいと思います。事

務局、永見さん何か一言よろしいでしょうか。 

事務局 ありがとうございます。先生方のご意見、参考に検討を進めて参ります。また、先

ほども申し上げましたが、小学校や中学校の先生方にもご意見を伺う場を作ってい

きたいと思っており、次回は 1 月を予定しています。先生方にもお声がけいたしま

すので、ご興味あれば、ご参加いただければと思っています。以上です。 

崎田委員長 はい。ありがとうございます。委員の皆さん、そして事務局の皆さん、少しテ

ーマがたくさんありました、駆け足でやって参りましたがいろいろ生かしていただ

ければありがたいと思います。 

なお今日、オブザーバーの皆さん大変大勢参加いただいていますが、今日の委員の

話からこれだけは共有しておきたいということをお持ちの方がいらっしゃれば、手

を挙げていただければ、ご発言いただきますがよろしいでしょうか。それではまた

いろいろとご意見などもいただければ今後ありがたいと思います。 

それでは委員の皆さんも言い残したことや、今日これだけもう 1 回言っておきた

いことありますか。よろしいですか。ありがとうございます。 

資源循環のところ、本当に今、世界的にも関心が高まってきていますので、事務

局の皆さんも非常に熱心に考えてくださっていますが、内容によってはもう一歩、

社会が進み始めているところもありますので、その辺の温度感をしっかり考えなが

ら、多くの事業者さん、一緒に参加してくださる事業者さんに、そこの現状を伝え

て一緒に取り組んでいくという流れをしっかり作っていくことが大事なのではない

かと非常に強く思いました。その上で、万博でのいろいろな取り組みや体験が、社

会の次のレガシーになる、あるいは子どもたちへの次の学び、展開になるという場
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が、皆さんで作ることができれば本当に嬉しいと思います。ありがとうございま

す。 

それでは、第 2 回資源循環ワーキンググループ、これで事務局の方にマイクをお

渡ししたいと思います。よろしくお願いします。 

事務局 崎田委員長、委員の皆様ありがとうございました。最後にご連絡をします。本日の

ご議論については、議事録を作成し、ご出席者のご了解を得た上で会議資料ととも

にホームページに掲載して対外的に公表する予定です。事務局で内容をまとめ、皆

様にメールでご確認をお願いする予定です。ご多忙かと思いますが、議事録のご確

認をよろしくお願いします。また、追加でのご質問やご意見等ありましたら、一旦

今週中を目途にメール等で事務局までいただければと思います。 

なお、次回の第 3 回資源循環ワーキンググループについては、2024 年 2 月頃を目

途に開催できればと考えています。引き続きよろしくお願いします。事務局からは

以上です。 

それでは、これで本日の資源循環ワーキンググループは終了とさせていただきま

す。皆様どうもありがとうございました。 

 

以上 


